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食事行動とその空間におけるアイデンティティ複合
一中国東南沿海部・回族の一地域集団の事例から一
砂　井　紫　里
1．はじめに
　本稿は、中国のイスラーム系民族集団のひとつである回族の一地域集団における日常的な食事
空間が、ひとつの民族の内部での差異を喚起し、複合する宗教、民族、地域アイデンティティを
表象する場であることを明らかにする。
　食事行動とは、人が食べ物を食べる、すべての機会であり、杜会的出来事である。食事空間と
は、日常的に繰り返される食事行動をめぐる空間であり、時間（刻と所要時問）、料理の構成、所
与の環境と演出するセッティング、食事の参加者の人物特徴と杜会背景といった要素が一回一回
の食事の空問において溶け合っている。
　食事を出来事として考察したのは、ダグラスである。ダグラスは一般家庭の食事が、一定のサ
イクルにおいて礼拝日や祝日といった出来事によって区切られパターン化されていることを詳細
に記号化して示した（Doug1asユ993）。ダグラスの指摘は、①一回の食事とその他の食事とが密
接に結びついており、②その連関がくりかえされ、③特別食事と日常食事が連続していることを
明示した点で重要である。食は、アンケート、食べ物日誌、参与観察によって日常食事を網羅的
に記録し、量的分析から食事の体系、内容が物質文化の項目として提示されてきた（例えば松
原　1976；石毛　ユ975、ユ978など）。こうした食の全体的な記述は、民族的資料を提示して食の体
系を明らかにすることを目的としていた。
　近年、食がナショナリズム（Appadurai1988；大貫　ユ995）や民族（van　denBerghe　1984；
Gabaccia　ユ998）、階級（Cap1an　1997）、ジェンダー（Meigs　1995）のアイデンテイテイ構築
における境界の生成と維持のマーカーとしての役割をもつことが共通認識となっている。これら
アイデンティティ・マーカーとしての食の研究は、特定の食べ物の素材、料理、クッキングブッ
クとそれにまつわる言説をとりあげ、隠瞼／換瞼、意味づけを歴史、杜会背景によって説明した。
他者の存在を前提とし、食が差異を強調して集団の境界を明確化すると同時に、集団を結びつけ
る作用をもつことが明らかにされた。しかし、人びとはそうした食べ物をどのようにか食べてい
るのであり、すべての食べ物は、食事というコミュニケーションの場から切り離すことはできな
い。アイデンテイテイ構築における食についての考察はこれまで食の全体的な記述とは別に行わ
82
れてきた。
　サットンは、ダグラスの提起した食事と食事の連関を「食事のリズム」と呼んで、食べ物、味、
生産、空腹、消費について、食べ物が記憶を喚起して人びとのアイデンティティと強力に結びつ
いていること、そのプロセスを示した（Sutton2000）。しかし食事をする空間｛1〕については充分
に検討されていない。
　本稿では、日常の食事を対面的なコミュニケーションの場と捉えて食事空聞を記述し、これま
で別に論じられてきた食事の記述と、食事が喚起するアイデンティテイの問題を考察する。
　本稿で対象とする回族は、中国国家が承認する56の「民族」の一つである。人口は約982万人
（2000年人ロセンサス）。中国のほぼ全域に分布しており、各地の地域言語（主に漢語方言）を母
語とする。イスラームという信仰、祖先がアラビアやペルシアなどからやってきた人びとである
という出自意識、民族・宗教内の内婚、清真寺（モスク）を中心とする社会組織が特徴とされる。
回族の杜会集団は、地域、歴史などさまざまな杜会背景があり、そのエスニシティは多様である。
回族は必ずしもムスリムではないが、ムスリムであることと回族であることは、強く結び付けら
れる傾向がある。回族にとってブタは食べ物ではない（2）。特にブタ・タブーは強く意識され、「回
族はブタを食べない」ことは、回族はもとより、回族以外の民族によっても共有されている。従
来の回族研究では、食は、ブタ・タブーや「伝統食品」について断片的な記述があり、おもに漢
族との関係で論じられてきた（岩村1943、ユ949、ユ950；Pi11sbury1973；馬1982；Pang
ユ992，G1adney1996；Gi11ette2000（3）；西澤　1993）。日常的な食事の研究は十分に行われてい
ない。
　以上をふまえて、本稿では回族の一地域集団である東南沿海部の回族コミュニテイについて、
食事空問の民族的資料を提示し、異なる背景を持つ回族が経験する食事空問におけるアイデン
テイテイ複合について検討する。
2．調査地概要
　調査地である陳壊は、台湾の対岸に位置する海に面した中国東南沿海部の新興工業地区と農村
である。気侯は温暖で雨が多い。陳壊には6キロにわたる海岸線があり、耕作地と干潟を利用し
たおもな農産物に、コメ、サッマイモ、海鰹（アゲマキガイの一種）がある（叶、庄、呉　1990：
231）。1978年の経済開放政策以来、急速な経済成長を経て、人びとの大多数が郷鎮企業、工場を
経営する。陳壊回族コミュニテイは福建省晋江市の「鎮」に属する7つの行政村からなり、人口
の9割が単姓の回族である。人口は20，555人（ユ999年）で、ムスリムは住民の1％に満たない。
陳壊の生活習慣は、周囲の漢族と変わらず、ブタを食べ物としている（4〕。
　1979年、政府によって回族と認定されてから、少数民族として民族政策を受け、経済的成功と
海外華僑からの送金を背景に、インフラと教育施設の設置（G1adney1990）や回族事務委員会の
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成立（ユ979）、清真寺の建設（5）、回族史館（1989）、晋江市伊斯蘭教協会（イスラーム教協会）の
設立（1994）など民族、イスラームに関違する事業を展開した。これらの事業はおもに回族事務
委員会とイスラーム教協会によって進められた。陳壊のイスラーム教協会会員は、必ずしもムス
リムとしての活動、宗教アイデンテイテイをもつとは限らないが、ムスリム青年たちの諸活動に
対して資金や学習機会の提供など支援を行っている。
3．東南沿海部回族の食事行動
　3－1．家庭での食事行動
　陳壊での食事行動は、朝飯（午前7：00から8：00頃）、昼飯（午前11：00から12：00頃）、夕飯
（午後18：00前後）の3回と、決まった時間や場所のない零食（問食）がある。
　食事は、基本的に各家庭でとる。店で食べているのは、大多数が省内外から出稼ぎに来た「外
地人」である。家庭での日常的な食具は、共有の碗と箸と湯匙（れんげ）の3つである。碗と箸
は各自1組ずつ用いる。湯匙は人数より少ない数が机に置かれ、汁気の多い副食を各自の碗に移
すのや、スープの汁をすするのに共同で用いる。主食はおもにコメを調理したもので、白ゴハン、
カユ、チャーハンがある。メン類は、1つの碗の中にメンと野菜などが収まり、主食と副食とが
分けがたい。副食は野菜を中心にさまざまな水産物、ブタ、トリ類を利用する。普段の食事では、
食べ物と一緒に飲み物を飲まない。食後、別の場所で友人や家族と湯や茶を飲む。食卓は、ひと
つのスープをいくつかの暖かい料理で囲み、面的に構成される。ひとりひとりが主食を盛った碗
と箸を持ち、ほぼ同じ時問帯に食事をとる。食べ終わった者から席を立つ。食卓につかず、家の
外や、テレビの前など、立ったりしゃがんだりして食べることも多い。
　朝食はカユなど水分の多いものが好まれる。何も食べずに茶、豆乳、牛乳ですますことも多い。
近年、豆乳や牛乳と組み合わせたパン食もあり、これはカユや豆乳に油条をつけて食べる食べ方
と同じに考えられている。朝食は基本的に一碗で完結しており、短時間にさっとすます、より簡
単で個人的なものである。朝食のために、朝に調理することはない。
　昼飯は、白ゴハンを大量に炊き、スープと数品の料理をつくって副食とする。各自、炊き立て
の白ゴハンをよそった碗と箸をもって食す。圧力釜でつくるスープには、アヒル、皮付きブタ、
練り物などが用いられる。ひとつの焼（中華鍋）で、順番にいくつかの副食をつくる。青菜、根
菜、魚類、貝類、肉類をニンニク、ショウガ、当帰などの調味料と合わせ、「煎」、「煮」、「妙」、
「矯（時間をかけて煮る）」、「炸」などの調理法で料理する。外食や外で「小吃」（6）を買う場合に
も、食事として食べる場合には白ゴハンやメンと組み合わせる。
　夕飯の構成は昼飯と同じである。主食、副食ともに夕食のために新たに最初から作ることは少
ない。昼に残った白ゴハンでチャーハンやカユを作り主食とする。副食は、昼の残り物に火をい
れるか、混ぜて味付けをする。量が少なければ、新たに白ゴハンを炊き、副食をつくる。
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　間食は、特定の決まった時聞がない。日中の小腹がすいたとき、夜遅くまで起きていたり、家
族と友人たちが集まったりした場合に食べられる。間食には「牛肉丸」、「牛肉梗」、「牛肉丸」、「沙
参面」、「綜子」、「小腸湯」、「面線糊」など一碗で供される「小吃」や、菓子、ファーストフード
などがある。外で買ってその場で食べることもあれば、家に持ち帰って食べる場合もある。また
インスタントメンを煮込み、居合わせた人数分に増やして食べる。
　暦の節日や人生儀礼は、こうした食事に変化をもたらす。一ヶ月のサイクルでは、農暦のユ日、
15日の観音菩薩を初め、この地域の民問信仰に関する特別な日がある。一年のサイクルでは、春
節、清明節などの祭日、死者の祈念儀礼や結婚などの人生儀礼がある。こうした機会には、食卓
の品数も豊富に、素材も豪華になる。料理や供物にした食べ物を家庭に持ち帰って、その日の食
事に加える。この特別な食事は、日常の食事のアクセントとなって一定のサイクルで繰り返され
る。
　以上が、陳壊における日常的な食事である。素材、調理法は地域に根ざしている。海、川から
とれた魚貝などの水産物に富むこと、ブタの多用がこの地域の特色である（Andersonand
Ma均a1977）。ムスリム青年は、ブタを避けても、魚や野菜の料理があるので、安心して家で食
事をとれる。
　3－2．清真寺での食事
　　家庭での食事とは別に規則的な食事行動がある。主麻（毎週金曜日の集団礼拝）とイスラー
ム暦の三大節日（7〕において、人びとが清真寺に集まる機会である。これらの機会に直接参加する
のは、ムスリム青年や回族事務委員会、イスラーム教協会関係者の一部に限られるが、農暦の特
別食事と同様、食事の参加者の異同や料理、素材の持ち帰りがあり、家庭での食事の空間に影響
する。
　清真寺での食事は、以前、清真寺に集まる地元の人びとが作っていた。参加者、場所が異なる
ため家庭食事とは食事空問が異なるが、素材、食卓の構成は、家庭食事の延長上にあった。近年、
内陸出身のアホン（宗教指導者）が招鴉され、これまで断続的に6人のアホンがそれぞれ数ヶ月
から3年間清真寺に滞在している。アホンが滞在するようになってからは、アホンが素材を購入し、
イスラームにのっとった手続きで素材を加工、調理する。主食、副食の組み合わせ、調味料も作
り手のなじんだ内陸の食事に近いものになった。
　食事は、教長楼（アホンの居室と宿舎がある）一階の応接机とイスで行われる。イスが足りな
い場合は、低いプラステイック製のイスを加えて席を増やし、あるいは碗を持って立ったまま食
べる。アホンは必ずイスに座った。
　主麻には清真寺に集まり、アホンたちが作った間食を礼拝の前あるいは後に食べる。一碗で供
される簡易な一品料理で、メン類が多い。主麻には、地元のムスリム青年、老人のほか、近くの
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都市で働く内陸出身の回族ムスリムや、ウィグル、貿易などを営むエジプトやシリアの中東ムス
リムが集まる。清真寺で食べるのは、地元のムスリムか内陸出身の回族ムスリムだけである。中
東ムスリムは礼拝の後に茶を飲むことはあっても、教長楼でともに何かを食べることはない。
　Mアホン（男性、41歳）は、妻子を新彊に残して、陳壊に一年滞在した。1995年にテレビ番組
で陳壊を知り、興味をもったという。非常に教育熱心な人物で、信仰は個人の問題だが、回族は
ムスリムであるべきだと考えていた。「私たち回族は大肉（ブタ肉）を食べないが、ここの人びと
は食べる。しかし（ムスリムの）青年はブタを食べない。これは歴史の過程での＜漢化〉（8〕が原
因である。イスラーム教協会の老人も、信仰の深い二人を除いて食べている」「食事は、清真寺の
目の前の市場で買って自分で作るので、自分の食事には困っていない。便利だよ。」と述べた
　ある夜、清真寺に青年たちが集まって食事となった。料理はMアホンがつくった。アホンは、
市場で買ったニワトリをクルアーンの章句を唱えて首を切り、血を抜いてから調理した。4つの
暖かい料理が並び、各自が碗に白ゴハンをよそって食卓を囲んだ。アホンは料理が上手だと青年
は言う。
　Lアホン（男性、28歳）は妻のJ（女性、26歳）ともに一年の契約で滞在した。Lアホンはサウ
ジアラビアに留学した経験をもつ。Jは内蒙古出身で結婚前に雲南で教師をしていた。ふたりが
陳壊に来てまもなく齊月（断食月）を迎えた。齊月は、一ヶ月間、日中の飲食を断つ。日没後、
地元のムスリム青年は仕事を終えてから清真寺に集まり食事をした。食事の準備と片付けはLア
ホンとJが行った。食材は近くの市場で購入し、素材と価格をメモして、後日その年の断食月の
費用として収支報告にまとめられた。Jはこの期間、「3時になると、夕飯に何を作るか、頭が痛
くなる。内蒙古とここでは料理が違うから」と献立を考えるのに苦労していた。「スープを作らな
いと、そのたびに彼らにスープないの？と訊かれるの。」「スープはつくらないで、食後に茶碗で
お湯を飲むのが私たちの地域のやり方」なのだと彼女は語った。前節で述べたように陳壊では、
主食が粥のときには、スープがないこともあるが、主食が白ゴハンのときには必ずスープ、汁気
のたっぷりとした副食がある。スープのない食事は、地元の人びとにとっては物足りないという。
このスープをめぐるやりとりは、Jと地元の青年の間で何度もくりかえされた。4ヵ月後の犠牲
祭前後の清真寺においても、「私たち北方ではスープはつくらない。食べ終わってから碗で水を飲
むの」とJは台所でごちていた。
4．考察　食事の空間をめぐる親しみと違和感
　以上、陳壊の日常的な家庭食事と清真寺での食事を記述した。アホンは陳壊の異なる食事空問
にしばしば困惑した。清真寺での共食は、異なる食事空間をもつ陳壊と内陸出身の回族が出会う
場である。この点から、清真寺での食事空問の所与の環境、食事の評価、アホンの言説について
考察する。
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　清真寺は、観音廟と祠堂に隣接しており、敷地内に一階が会議室である二階建ての大殿、教長
楼、南音社（地方の民俗音楽）がある。門の目の前まで市場が広がり、日中は客待ちのバイクタ
クシーや、休憩時問を過ごす出稼ぎの人びとでにぎわっている。朝早くから、観音廟でかけられ
た大音量のカセットテープの読経が、日が暮れれば南音の演奏が聞こえてくる。朝、昼、夜の食
事の時間は、こうした施設の利用者が集まる時問帯でもあり、音が絶えない。他地域の回族の清
真寺で、これほどまでにさまざまな音が聞こえる場所はないという。ある内陸出身者は「本来、
清真寺は静かな場所なのに」と、不満をもらしており、異質な空間と提えていた。地元の回族に
とって、これは慣れ親しんだ環境である。地元の青年にとって、「自分たちの」清真寺での食事の
空間は日常の延長上にある。
　地元の青年ムスリムはアホンのつくった食事について、おいしい、口に合わない、辛すぎると
いった味と、スープがないという料理の構成について評価した。味覚は、個人の好みと集団で共
有する好みがある。「口に合う」とは、味と料理の組み合わせの両方について、慣れ親しんだもの
とは異なるときに述べられた。口に合わない料理は、一口、箸をつけてから誰も手をつけなった。
　一方、アホンは、思い出として記憶された空間に言及しながら地元のムスリムの食事を評価し
た。アホンは、これは雲南の、これは内蒙古の料理と説明をした。アホンは、北方では小麦粉が
あれば何でもつくれる、内陸ではこれは食べないから味付けが違うと言われても困る、と筆者に
語った。このような「雲南では一」「内蒙古だったら一」といった参照や、「北方ではスープはつ
くらない」という語り口では、陳壊の食事とアホンのこれまでの経験の記憶と対照されている。
素材よりもむしろスープと副食の組み合わせという食卓のイメージと食べ方、セッティングとい
う食事の空間を構成する要素について言及されることが多い。実際には、例えばスープは北方で
も作るにもかかわらず、特定の要素をステレオタイプ的に述べることで、差異が強調された。ア
ホンたちの過ごしてきた内陸の回族コミュニティの食事とは異なる食事空閻にアホンたちはとま
どい、違和感を覚えた。
　地名への言及では、「ここ＝南方、東南、沿海部」と「私たち＝北方、西北、内陸」と対比がさ
れている。この「私たち」には、慣れ親しんだ土地とともに生活全般、宗教的雰囲気への郷愁が
含まれる。異なるものへの態度は、必ずしも否定的ではないが、すべて肯定的なわけでもない。
アホンは、食事空問の違いについて、より大きなレベルの地方に言及することで、地元の人びと
と自分とを異なるカテゴリーに整理しようした。回族らしくない「ここ」に対して、北方、西北、
内陸部は、イスラームと回族らしさと結び付けられた。こうしたステレオタイプ的な言い回しに
よって、食の地域差が民族アイデンティティを強調し、回族同士の他者関係を喚起した。共食と
いうコミュニケーションとしての食事空間において、人びとを結びつけると同時に、差異を意識
化し、私たちと彼らとを分離する食の作用が同時展開している。こうした社交と排除という、ふ
たつの方向性の異なる作用が食事の空間にあり、地域、宗教の差異と民族アイデンティテイを意
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識する契機となっている。
5．おわりにかえて
　本稿では、日常的な食事行動の空間を具体的に記述することで、回族の一地域集団の食事を提
示し、食事の空閻が民族アイデンティティを喚起することを検討してきた。
　東南沿海部・回族の地域に根ざした家庭での食事空問は、食材、組み合わせにおいて、イス
ラーム色の濃厚な内陸部とは異なっており、内陸出身者は困惑した。清真寺での地元の人びとと
内陸出身者の共食は、両者の差異を意識する場でもあった。その差異は、味覚、地名への言及に
よって説明され、記憶された空間を参照して述べられた。ステレオタイプ的に語ることによって、
単なる地域差としてではなく、イスラームや回族という宗教、民族アイデンティテイを浮かびあ
がらせた。
　これまでアイデンティ・マーカーとしての食と食の体系とは別々に論じられてきた。実際には、
人びとが食べ、コミュニケーションする場において、両者は切り離せない。本稿では、食事空問
とその空問の経験が、地域や宗教の違いを顕在化するとともに、ひとつの民族としての民族アイ
デンティティを意識する契機となることを提示した。
　付記
　本論文は、21世紀C　O　Eアジア地域文化エンハンシング研究センター、および平成14年度高梨
学術奨励基金調査・研究助成「中国東南沿岸部・回族の民族外婚と民族アイデンテイテイ」の成
果の一部である。福建省晋江市陳壊鎮丁氏回族の方がたには資料の提供をはじめ大変お世話にな
りました。記して感謝します。
　証
（1）食の地理的空問については（BeuandVa1entine1997）参照。
（2）ブタ、血、正式な手順によって屠られたのではない死肉を食べることを禁じるクルアーンにもとづいて、こ
　れらを三大不浄とする。ブタ・タブーは回族にとって敏感な問題である。回族の食べてよい食べ物や用品には
　「清真（ハラール食品）」の印が記され安全に販売されている。「清真」は、イスラームの目印であるだけでな
　　く、現代申国における回族の民族アイデンティティにおいて重要な鍵となっている（Gladney　1996；Gi1－
　1ette　　2000）o
（3）ギレットは、西安の回族の消費と現代化について、食を取り上げているが、家庭での日常食事については考
　察していない（Giuette　2000）。
（4〕丁術夏（明正徳13年生まれ、陳壊出身の知識人、政治家）の『祖教説」の記述から、陳壊では、明から人び
　　とがブタを食べ物とし、漢族と同じ生活慣習になったとされる（庄　1996ほか）。陳壊におけるブタ・タブーを
　めぐる言説と実践については拙稿（砂井　2001）参照。
（5）陳壊清真寺は、1984年建設準備が始まってから、数度の改築を経て現在の形となった。陳壊の景観の変化は、
　イスラームあるいは民族事業との関係で非常に興味深いものである。これについては稿を改めて論じたい。
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（6）　「小吃」には二つの意味がある。ひとつは軽食、ひとつは地方色豊かな一品料理、またはその総称である。
（7）　イスラームの二大祭である断食明けの祭り（開齋節）と犠牲察（古見邦節）にムハンマドの生誕祭（聖紀節）
　　を加えた3つを中国回族は三大祭りとす乱
（8）　ここでの「漢化」は漢族に同化するという意味で、インフォーマントが用いたものである。
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